



































































（５） 『高岡法科大学紀要』第二〇号、二〇〇九年） 。（６） 『金沢市史』資料編五近世三・家中（金沢市、二〇〇三年） 、 『金沢市史』
通史編二・近世（金沢市、二〇〇五年） 、金子拓『記憶の歴史学 　
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 、私義、生国越前ニ而、信長之御代ニ越前大野郡金森法印江被下候砌 法印江奉公ニ罷出候 然処北袋与申所ニ国々牢人并一揆共申合、大野郡之内放火可仕之由申而、堺目矢戸山と申高山ニ多人数を以取あかり申候付、日根野備中・同弥次右衛門両人大将ニ而及合戦候、我等も其手ニ有合申間、首二ツ討取申候、一人ハ組討ニ仕候、右之様子存知候桜井五右衛門と申仁、今ニ有之候事、
一
 、大野ニ而原殿家中ニ辻弥助と申者心替仕候処ニ 金森出雲被聞付、彼者宿江自身被懸寄 家を取巻被申候間、我等も三ヶ所深手を負申候得とも、 あひ切ニ仕 終ニ切倒之 其内三人手負御座候、右之様子、長屋平左衛門被存候御事、
一
 、大野ニ而知行之堺目を波多野新太郎と申仁と争、我等兄弟三人奉行を仕候て、上から上させ 処、 方
?
百人計寄セ候而、
此方を追上可申と仕候処ニ、兄弟三人と仕 先ニすゝミ を切立、七・八人ニ手をおわせ追立申候 此様子、長屋平左衛門方被存候御事、
一
 、金森法印ニ飛州を被下候、法印ハ上方へ被罷登留守中ニ 国々之牢人并一揆共取立在々致放火 宮と 所之城 取巻申ニ付、金森出雲宮江手遣被仕候処ニ、我等も彼先懸一番ニ首討申候 右之様子、水野内匠・長屋平左衛門可被存 御事、
一





































 、肥前守様松任ニ被成御座候時分、罷出申候 其後関東御陣八王寺ニ而太刀疵を負、首壱ツ取、肥前守様懸御目 御事、
一









耆守殿内星名五郎兵衛 其仕合見申候間、其後屏を乗越 二ノ丸之内ニ而鑓手を負申候、其場之様子、横山因幡見被申 へ共 被相果候間、不及是非候、御帰陣之後、山城守大聖 表之吟味被致知行一倍加増被仕候御事
一





































































長殿・石見殿をして丸壱ツ御取被成候 其丸を取堅兼 候処、拙者罷出、一番ニ竹たは付申ニ付 其丸取堅 、ヶ様 仕合 笠間平馬丞殿能々被存候御事、
一

































 、孫四郎様以来山城守所ニ居申候、其後安房守所ニ有之候、去年大坂表惣構取詰申候時、堀際迄着 我等之近所ニハ岡田助右衛門殿被居候へ共、のき被申候間、私も二十間計のき申候へ共、何茂のき口おしく御座候ニ付、各ニ詞を懸立帰申 其時手を負申候、竹田金右衛門・島木助左衛門能々存知候御事、
一







 、去年大坂表ニ而、私手前働之義 岡山口ニ而敵と出合 鑓ニ而たゝき合、突臥乗首を取申候処ニ、跡
?
人数多参はなれ申候、私











 、私義、去年御陣始ニ而御座候、大坂ニ而黒川口之左之方へ早く着申候付、 塀江一番ニ乗申候、 則水野内膳殿へ詞を懸、 乗申候間、能御存知可為候 其
?
桜之門へ着申候義ハ、松平玄蕃殿・中川宮












 、右之後、吉田修理所ニ在之折節、関東小田原 陣之刻、首壱ツ討取申候、其陣ニ而吉田修理跡備ニ而右之城落城ニ及候処ニ懸付討取申候 修理家中 不破彦大夫・我等両人まて首申候御事
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 、其後羽柴中納言殿ニ堪忍仕候、中納言殿ニ而も歩衆弐拾人預申候へ共、中納言殿被相果候付 北国 罷越、高山南坊所ニ此中有之申 御事
一










処ニ、 煙之内へ敵うつり申候、 未櫓壱ツ焼残申候を、 蜂谷被見申、誰ニ而も此櫓に火を懸申候へと申候へとも、何茂返事遅 を我等罷出候而 ニ 、左 処 蜂谷も乗返し、夫より青塚迄引取申 、其後尾州三ツ柳村蜂谷陣取有之申候処 其近辺ニ取出之城御座候を 夜ニ入責申時、河本与十郎と 者与我等相討之首壱ツ取申候、定而御家中ニ 者も可有御座候御事、
一
 、大谷刑部少輔所ニ有之、高麗御陣 罷立、岩山へ働之刻 首壱ツ討取申候、且高麗京都ニ而も首壱ツ討取申候御事
一



























































 、私生国関東ゆふきニ而御座 其後越後へ 越、山本寺所ニ有之候 其時分、二・三度心はせ仕候へ共、其證人無御座 間、子細不及申上候、山本寺陣代被申付、二・三ヶ年仕候御事
一






































 、去年七日ニ私働ニハ 首三ツ取申候、山城 へ見せ申候、其上二ノ丸ニて一番鑓を合申候而、敵二人迄鑓付申、鑓下
?
敵飛出、





 、私義、柴田宮内 家中ニ在之時、柴田殿越中椎の谷御働候跡ニ一揆起り、北庄城へ責入、塀 手を懸乗申候処、大窪忠左衛門・宇野丹助・ 三人一所ニ有之 へ着申者塀際迄追落 忠左 門致手柄申候、丹助ハそこニて鑓手負申候、私も忠左衛門同前ニ働申候、様子忠左衛門ニ被成御尋候御事、
一
 、其後、丹羽越前守殿ニ在之申候、寄親寺西次郎助 而御座候越中へ 　
太閤様御馬出申候時、木船表ニ而寺西陣へ夜討を入申候、





















 、私義、山城守所ニ在之 大聖寺御責被成候時、鐘之丸塀際ニ而石弓ニ被打落候へ共、 重而塀を乗 二ノ丸へ着申義、 一番ニ乗入本丸ニ而高名仕候、 其後山城守様々吟味被仕 知行加増被申付其後鉄炮之者弐拾人預 大膳ニ可致奉公旨 申付候御事、
一















 、其後、山田八右衛門所ニ在之刻 木之新保町 成敗者取籠居申候を 各被仕候処へ、私も罷越、御馬廻 山口次郎左衛門殿子息与私内へ入候而 彼者之首を拙者打はなし 刀を打折申候 右様子八右衛門承り 刀壱越くれ被申候御事、
一















































 、 私生国但馬ニ而御座候、 惟任日向守内明智左馬助所ニ在之申候、日向守対信長企謀叛候刻、於本能寺大手ハ斎藤内蔵助、搦手ハ明智左馬助 両陣分而責入申時 組討を仕、首壱ツ討取、預御感候、同五日ニ安土へ入城仕、本能寺ニ而手柄 候者共、判金壱枚・弐枚・三枚宛行候、私も判金三枚拝領仕候、其時之仕合 越前ニ有之安福助四郎・四方田新助・中河縫殿助存知候御事
一
 、其後、前野但馬守所ニ有之、傍輩 と口論を 出シ果シ可申仕合ニ御座候処ニ、 其場 在合申者共無事ニ仕、 宿々江罷帰候へ共、彼相手夜ニ入、私へ押懸申候付、無是非罷出、散々之仕合相手之初鑓ニ而むな板を被突候へ共、終ニハ相手を 留 罷退候 数多押懸候へ共、 本へ寄付不申罷退候、其時々仕形ハ 山城守鉄炮之者林作右衛門与申者能存知候御事、
一












鷹狩ニ御座被成候処ニ、岡部八重郎と申御小姓八兵衛と喧嘩仕出シ、互ニ手を負 申 青田少兵衛 者、私ニ八重郎のかし申ましく候与申候間、立向ひ候ヘハ、少参をハ八十郎一太刀ニ切掛被 候 我等ハ八重郎と散々仕合切留申候、其後ハ八重郎家来働申候間、是も私切留 、残者共切散申候、我等数ヶ所手負候へ共、上下弐人討果申候 右之仕合、上様被聞召上、岡田太郎右衛門殿・曽我又左衛門殿・青山大蔵殿・大窪右京殿被仰候ハ、上様御諚ニハ八兵衛ハ不及是非下々御かまひ無御座候間、無気遣養生可仕与被仰出間、各被仰候様ニ、御懇之体、右之衆御存知候田原ニ而私働之体、佐野修理大夫殿・榊原遠江殿・水野隼人殿被成御聞、御扶持可有之与 溝口外記 迄御理候、右修理大夫殿美濃迄人を被下候而、外記殿御取次を以罷出 ヘ 兵粮塀金子抔被下候、知行も十日計内ニくれ被 、委曲溝口外記殿御存知候御事、
一
 、此以来江戸ニ而水野隼人殿小姓弐人 小姓引入を仕、盗を致売申処を、我等見合ところへ、隼人殿へ渡シ 、残ハ弐人ハけとり 奥へ下り申由、同類申候間 私追懸 岩つき近江辻と申在所ニ而追付 候ヘハ、家へはいり申 を 岩つき之物主高力左近殿家来折合候処ニ、彼者働、高力者壱人切臥申、一段と手をおひ申候を、 我等討留 候、 彼首隼人殿八兵衛方へ差上申候へハ、手柄成仕もの仕候とて、盗道具之内為褒美くれ被申候御事、
一
 、江戸町ニ而すり を、まち人共追散し申処ニ、其内壱人 手
















































 、先年越前ニ而魚住備後守と冨田と申仁腹を切せ申候刻 我等冨田所へ罷出申時分、冨田府中郡を持被申候処、一揆起り ニ付野田口ニ而首壱ツ討取申候、此證人ハ三河衆鈴木小 衛門与仁、于今奥村河内殿ニ在之候、能存知 御事、
一






 、加州鶴来口月林之城、柴田殿御責被成候刻、二丸ニて首壱ツ討取申候、證人 へ共 越前之者ニ而御座 間 居申も又相果申も不存 御事、
一








候へ共、敵ひき申候 其後於図書丸 岡本左門・伊藤左源太・伴太左衛門・木村権兵衛一所ニ塀を破有之申候 則其場ニ而、伴左衛門甲を敵一刀切申候、二刀め私差出切せ不申 則太左衛門可被覚候、右之通偽無御座 以上、
　　　
江戸為使罷下候付、書付差上不申候、
　
五百石 　　　　
土田将監 　　　　　
三百石 　　　　
伊藤小源太
　
三百石 　　
渡辺平吉 　　
弐百石 　　
冨田治大輔
　
弐百石 　　
土田逸角 　　
弐百石 　　
伊藤善左衛門
　
弐百石 　　
岡野忠兵衛 　
弐百石 　　
嶋津伝兵衛
　
弐百石 　　
島養治左衛門 　
弐百石 　　
西脇忠兵衛
　
弐百石 　　
岡沢武兵衛 　　　
弐百石 　　
田中長右衛門
　
弐百石 　　
岡林右京 　　　
弐百石 　　
森四郎右衛門
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石川県立図書館所蔵「横山家士武功書」
　
百五十石 　　　
今井助三郎 　　　　
百五十石 　　　
岩田平八
　
百五十石 　　
芝山三左衛門 　
百五十石 　　
沢村市右衛門
　
百五十石 　　
石原甚兵衛 　　　
百五十石 　　
小竹三郎兵衛
　
百五十石 　　
高沢宗内 　　　
百五十石 　　
渡辺伝左衛門
　
同 　　　　　
中川庄兵衛 　
同 　　　　　
宮部三郎右衛門
　
同 　　
窪田九郎兵衛 　
同 　　
山中外記
　
同 　　
石田伝兵衛 　　　
同 　　
中嶋権左衛門
　
同 　　
杦木工兵衛 　　
同 　　
山口重左衛門
　
同 　　
高木藤兵衛 　　
同 　　
恩地八丞
　
百石 　
嶋田助丞 　　　
同 　　
石田権之助
　
同 　　　
毛利助右衛門
同 　　
杦勘丞
　
同 　　
玄斎 　　　　　　
七拾石
大工作兵衛
　
五十五石
大工弥左衛門
　　 　
都合壱万七千弐百七十五石 　　　　
八拾人
　　 　　
新坐之侍
野田半四郎 　　　
毛利太郎兵衛 　　
上条又兵衛 　　　
堀孫大夫 　
野口茂兵衛 　　
藤井谷左衛門 　　
津田長左衛門 　
黒瀬喜右衛門
浅下惣兵衛 　　
片岡雅楽助 　　　
島養久左衛門 　　
千田左助
平野喜左衛門 　
鈴木作兵衛
　　　　
〆十六人 　　
但二人前ニ有之
　　
小姓
野口木工 　　　　
上条雅楽助 　　　
水越隼人 　　　　
大塚清三郎
杦村長五郎 　
葦原庄九郎 　　
長尾助五郎 　
高橋左門
山内次郎助 　　　
高田三重郎 　　　
後藤帯刀 　　　　
丹家大学
宮田長五郎 　　
長谷川廉助 　　
長谷川嘉平次
鈴木長三郎
片岡兵吉 　　　
豊田喜内 　　　
柴田源太郎 　　　
小国名左衛門
織田小兵衛 　
中村小三郎 　
魚住茂兵衛 　　
近藤主馬助
石田助三郎 　　
西尾四郎兵衛 　
松浦武左衛門 　
山崎豊右衛門
松坂小右衛門 　
下河原久兵衛 　　
青山嘉兵衛 　　　
中村甚太郎
磯長右衛門 　　　
見長喜兵衛 　　　
稲見六左衛門 　
北尾嘉兵衛
杦山半兵衛 　　
舟喜佐大夫 　　
市原治右衛門 　　
小川五兵衛
太田庄左衛門 　
向長左衛門 　　
河口太郎右衛門 　
小川三右衛門
道家小平次 　　　
笹窪加左衛門 　
佐久間茂左衛門 　
津田半三郎
時枝又右衛門 　
平野重兵衛 　　　
平野権之助 　　　
毛利五左衛門
鈴木九左衛門 　　
畑儀兵衛 　　　
下河原四郎兵衛
荒井清兵衛
谷本兵右衛門 　　
井上六左衛門
福岡甚大夫 　　　
野口左平次
市川新右衛門 　　
大澤惣十郎 　　　
池田助左衛門 　
松本太左衛門
中村半右衛門 　　
池田八左衛門 　
伊藤吉兵衛 　　　
石原次右衛門
池田左門
　　　　
〆 　
六拾九人
　　
留守居之者
瀬木谷兵衛 　　　
杉田与兵衛 　　　
松原惣右衛門 　　
内田平左衛門
藤井九兵衛 　　
広岡孫左衛門 　
小泉清左衛門 　　
吉村甚右衛門
木村亦兵衛 　　
嶋田七助 　　　　
二川孫兵衛 　　　
篠村与左衛門
津田彦兵衛 　　
山口兵右衛門
小瀧孫大夫 　　
窪田市左衛門
山田十右衛門 　
牧喜兵衛 　　　　
酒井清重郎 　　
河嶋勘左衛門
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北尾与兵衛 　　　
道家谷大夫 　　　
村山茂兵衛 　　　
桐浦甚左衛門
山本六兵衛 　　
北川喜左衛門 　
北尾勘左衛門 　
田中久右衛門
佐藤十右衛門 　
田中六右衛門 　　
青井惣左衛門 　
半田新兵衛
皆川太郎右衛門 　
今村谷兵衛 　　　
向才兵衛 　　　
松本九郎右衛門
山田新大夫 　　　
塚本新左衛門 　
金子覚左衛門
松田七左衛門
岡村清大夫 　　
林茂右衛門 　　　
畑庄九郎 　　　
小川清左衛門
瀬木彦左衛門
　　
任世 　　　　
宗虎 　　　
自廉
　　
〆 　
四十八人
　　
弓之者
井上忠兵衛 　　　
小坂谷大夫 　　　
中森九右衛門 　
日山久左衛門
宮下九左衛門 　
小倉仁右衛門 　
堀口重兵衛 　　
入屋八助
市橋少兵衛 　　　
石村七右衛門 　　
藤田与左衛門 　
吉田覚左衛門
三岡庄右衛門 　
角田久助 　　　　
岡野久兵衛 　　
杦田藤左衛門
岩木作左衛門
　　　　　
〆 　
拾七人
　　
鉄炮之者 　　　
八十人
　　
小者 　　　　
百拾 人
　
合四百弐拾八人 　　　
人数 　　
但又小姓又小者除之
　　 　
以上、
　　
元和二年二月十七日 　　　　　
横山山城守
　　
御奉行衆
　　　　　
右武功書一冊、以横山元家士桜井氏蔵本写之、
　　
以家厳親筆校合畢
　　
明治十四年九月上旬 　　　　　
柿園舎主人
